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冬タイヤから、夏タイヤに交換した当日

「事故直前にカラン、カランという異音があった」
小樽 走行中に右前輪から外れ

けが人なしも近くの住宅の壁に衝突
２０２４／４／２９（月）

２８日午後７時半ごろ、小樽市清水町の市道で、走行中の乗用車から右前輪のタイヤが外れ、近くの住宅の壁に

衝突しました。壁がへこんだものの、けがをした人はいません。警察によりますと、運転の４０代の男性の親族が

同日、冬タイヤから夏タイヤに交換したばかりで、男性は「事故直前にカラン、カランという異音があった」な

どと話しているということです。警察は、タイヤ交換の際や運転前、定期的にナットの緩みなどに注意するよう

呼びかけています。

知内 ボルト5本のうち1本が折れ

左前タイヤが脱落
国道を走行中の乗用車、巻き込まれた人や車なし

２０２４／４／２８（日）

２８日午前１時２０分ごろ、知内町の国道２２８号で、乗用車の左前のタイヤ１本が外れました。運転していたのは、

３０代の男性で、タイヤが外れた後、すぐに車を停めて自ら「走行中、タイヤが外れた」と１１０番通報しました。

巻き込まれた人や物はなく、けが人はいません。警察によりますと、運転していた男性は外れる直前まで違和感

はなかったということです。タイヤは夏タイヤで、ボルト５本のうち１本が折れていました。また外れたタイヤは

近くの草地に転がりました。警察は、タイヤ交換した後は、定期的にナットの締め付け状態などを確認するよう

呼びかけています。


